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1.  平成23年3月期の業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 196 △68.1 △334 ― △341 ― △411 ―

22年3月期 616 △59.0 △387 ― △390 ― △535 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 △2,646.46 ― △847.1 △74.4 △169.8

22年3月期 △5,463.20 ― △209.0 △46.8 △62.9

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 303 △158 △53.0 △1,035.22

22年3月期 616 259 41.8 1,660.01

（参考） 自己資本   23年3月期  △160百万円 22年3月期  257百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 △367 △21 293 6
22年3月期 △345 △115 483 101

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― ―

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― ―

24年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 72 36.0 △66 ― △195 ― △199 ― △1,281.83

通期 517 162.9 △192 ― △198 ― △199 ― △1,284.89



4.  その他 

(1) 重要な会計方針の変更 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 155,337 株 22年3月期 155,337 株

② 期末自己株式数 23年3月期 ― 株 22年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 155,337 株 22年3月期 98,061 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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当事業年度におけるわが国経済は、中国等のアジア圏向けを中心とした輸出・生産の増加から、企業

収益は改善基調にあり、設備投資は持ち直しつつあるものの、その改善ペースは緩やかであります。ま

た、欧米での景気停滞懸念などもあり、急激な円高、株安や雇用・所得情勢の厳しさも相まって、雇

用・所得環境も幾分和らいだものの厳しく、個人消費も駆け込み需要の反動によって弱まる等、景気は

足踏み状態にあります。  

 当社の属する業界では、企業のＩＴ関連投資は徐々に回復しつつあるものの、企業収益改善の鈍化も

あり新規案件数の大幅な増加は見込めない状況である中、受注競争の激化や顧客のコスト意識の高まり

と相まって、案件当たりの売上額の低下等による不採算・低採算案件が増加する等、依然として厳しい

状況が続いております。  

  

 当社は、このような厳しい環境のもと、新経営体制を構築し、既存のセキュリティ商品の販売に加え

て、新しいソリューションやサービスの開発、また当社のITインフラナレッジと商社機能を活用した新

規事業の創出等にも積極的に取り組み、収益力の回復に努めて参りましたが、当初見込みの売上及び粗

利益の確保には至りませんでした。  

  

 以上の結果、当事業年度の業績は、売上高196百万円（前年同期比68.05％減）、営業損失334百万円

（前年同期実績387百万円の営業損失）、経常損失341百万円（前年同期実績390百万円の経常損失）、

当期純損失411百万円（前年同期実績535百万円の当期純損失）となりました。  

 セグメント別の業績については、当社はＩＴセキュリティ事業の単一セグメントであることから上述

の業績と同様となります。  

  

次期の見通し  

 平成24年3月期におけるわが国経済は、国内経済においてはアジアを中心とした輸出の増加に加え、国

内需要や民間企業の設備投資にもやや下げ止まりが見られるなど回復基調にありましたが、平成23年３

月に発生した東日本大震災の影響により、依然として企業の収益性は厳しく、今般発生した東日本大震

災による影響もあり、予断を許さない状況にあります。  

当社を取り巻く経営環境といたしましても、企業のIT投資は、慎重さを伴いながらも緩やかに回復する

ことが見込まれていますが、企業のコスト削減意識は強く、一方で受注競争は引き続き激しいことか

ら、厳しい環境が継続することが予想されます。  

 このような状況の中、当社といたしましては、既存事業であるITネットワーク関連事業につきまして

は、取扱商品の選択と集中により新たな取扱商品を主軸とした販売展開を進めることで、下期以降を中

心とした景気の回復に伴うIT投資需要を的確に捉えることができる販売網の拡充を進め、業績の向上に

努めてまいります。  

 さらに、当社が既存事業で蓄積してまいりましたITインフラナレッジと、15年以上に渡り培ってきた

商社機能を融合して、短期的に収益性の高い新規事業の早期立ち上げを行うことで事業基盤の拡大を図

ります。  

 オペレーションにつきましては、社内におけるあらゆる業務の省力化や合理化を継続して図ることで

業績の向上に努める所存であります。  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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 次期の業績予想につきましては、売上高517百万円（前期比162.96％増）、営業損失192百万円（前

期は営業損失334百万円）、経常損失198百万円（前期は、経常損失341百万円）当期純損失199百万円

（前期は、当期純損失411百万円）を予想しております。  
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（1）貸借対照表に関する情報 

（資産） 

 流動資産は、前事業年度末に比べて257百万円減少し、109百万円となりました。これは、主として現

預金が94百万円、商品が144百万円、前渡金が33百万円減少したことによります。 

 固定資産は、前事業年度末に比べて54百万円減少し、193百万円となりました。これは、主として、

ソフトウェア仮勘定が44百万円、保証金が25百万円減少したことによります。 

 この結果、総資産は、前事業年度末に比べて312百万円減少し、303百万円となりました。 

（負債） 

 流動負債は、前事業年度末に比べて109百万円増加し、456百万円となりました。これは主として短期

借入金が187百万円、1年以内返済予定長期借入金が106百万円増加したことによります。 

 固定負債は、前事業年度に比べて4百万円減少し4百万円となりました。これは主として退職給付引当

金が4百万円減少したことによります。 

 この結果、負債合計は、前事業年度に比べて105百万円増加し461百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前事業年度に比べて418百万円減少し、158百万円の債務超過となりました。 

 （2）キャッシュ・フローの状況 

 当事業年度末における現金及び現金同等物は期首に比べ94百万円減少し、6百万円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果使用した資金は367百万円(前年同期は345百万円の使用）となりました。これは主に

当期純損失の計上、前受金の減少等によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金は21百万円(前年同期は115百万円の使用）となりました。これは主に敷

金差入による支出、有形固定資産取得による支出等によるものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果獲得した資金は293百万円(前年同期は483百万円の獲得）となりました。これは主に

借入による収入によるものであります。 

  

  

  

  

（２）財政状態に関する分析
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当社は、将来における安定的な企業成長と経営環境の変化に対応するために必要な内部留保資金を確

保しつつ、経営成績に応じた株主の皆様への利益還元を継続的に行うことを基本方針としております。 

 当期につきましては、現在、当社は非常に厳しい経営環境の中にあり、今後の早急な業績回復に向け

ての各種施策を必要としております。このような状況下、配当に関しましては内部留保を優先すべきと

の決断をし、誠に遺憾ながら期末配当は無配とさせていただく予定です。  

今後につきましては、業績の向上を図り、早期復配をめざす所存でございますので、株主の皆様にはご

理解をお願い申し上げます。  

  

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社の経営成績、株価及び財務状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなものがあ

ります。必ずしもリスク要因に該当しない事項についても、投資家の判断上、重要であると考えられる

事項については、投資家に対する情報開示の観点から積極的に開示しております。また、当社はこれら

のリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合の対応に努める方針であります。

なお、文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

  

（Ⅰ）事業展開について  

 当社は、ITセキュリティ関連商品の販売及びサポートサービスの提供というビジネスモデルに加え

て、より付加価値の高いサービスビジネスの拡大を図っております。また、当社の商社機能を活用した

ITセキュリティ関連商品以外の商材の取り扱い等の新規事業の立ち上げに向けて、積極的な事業展開を

進めております。  

 しかしながら、当社の想定どおりに高付加価値サービス事業や各種新規事業が拡大していく保証はな

く、将来においても新たな収益基盤となる事業が創出できなかった場合、またはこれらの新たな事業の

推進において想定外のリスクが顕在化した場合等においては、当社の業績に影響を与える可能性があり

ます。  

  

（Ⅱ）特別損益等について  

 当社の投資有価証券の運用については、当社の事業と関連のある相手先に対し、事業運営のための協

力関係の強化を目的に投資していく方針であります。今後も、ベンダーや商品供給元、販売パートナ

ー、業務提携パートナー等への投資を行う可能性があり、これらについては、売買損益、評価損益等が

当社の業績に影響を与える可能性があります。  

  

（Ⅲ）競合について  

①販売先との取引について  

 当社は、システムインテグレータやリセラー等の販売パートナーに対し営業活動を行っております

が、ベンダーまたは商品供給元との間で独占的な販売契約を締結していないことから、国内で同様の契

約を締結している競合他社が存在しています。  

 今後、ベンダーまたは商品供給元の各社が、日本国内のディストリビュータまたは販売店を増加させ

る等の方針をとる場合には、販売パートナーとの取引が今後も引き続き安定的に推移する保証はありま

せん。  

 また、当社にとって新たな競合が増加した場合には、国内でのディストリビュータや販売店間の販売

競争の激化や取引条件の悪化等が発生する可能性があり、当社の市場シェアの低下や価格競争による利

益率の低下、その他の要因により、当社の業績に重大な影響を与える可能性があります。  

 その他、これまでに販売パートナーからの売掛金の回収については問題となったことはありません

が、今後、販売パートナーからの売掛金の回収に何らかの問題が生じ、当社の資金繰り等への悪影響が

発生した場合には、当社の業績に影響を与える可能性があります。  

  

②商品の競争力について  

 当社の既存の取扱商品とサービスが、今後登場する当社の取扱商品と技術面や価格面において競合す

（４）事業等のリスク
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る商品に対して、技術的・価格的な優位を保持しうるとの保証はありません。  

 当社が活動する市場は、急速な技術的変容、顧客のニーズ・選好の変遷、頻繁な新商品の登場、業界

標準の急速な進化を特徴としております。そのため、当社がこのような変化に敏速に対応し得なかった

場合、また有効な対応策を講じることが出来なかった場合には、当社の市場シェアの低下や価格競争に

よる利益率の低下、その他の要因により、当社の業績に重大な影響を与える可能性があります。  

  

（Ⅳ）仕入先との契約について  

 当社は、仕入先であるベンダーまたは商品供給元と販売業務に関する基本契約を締結し、それらの契

約に基づいて日本国内で販売業務を展開しております。契約期間は概ね１年であり、契約当事者からの

解約の申し出がない限り以後１年間毎の自動更新となっております。また、大半の契約は非独占契約と

なっております。  

 これらの契約の中には、次のような条項が定められているものがあります。  

（イ）ベンダーまたは商品供給元は、事前の告知により価格の改定が可能な旨  

（ロ）事前の告知があれば、契約期間内であっても相手方の同意なく解約が可能な旨  

（ハ）著作権、知的財産権等に関する訴訟が発生し損害賠償の責任が生じた場合において、ベンダーま

たは商品供給元が保証する賠償の範囲は仕入代金に限られる旨  

  

（イ）については、過去においてそのような条件が一方的に当社に提示された事例はありませんが、当

社にとって不利な条件が提示される可能性を含んでおります。  

（ロ）については、一般に当社及びベンダーまたは商品供給元の双方にリスクを生じさせる結果となる

ものです。  

（ハ）については、現在までに同条項を含む契約に係る商品につき、国内外で重大な訴訟・クレーム等

が発生した事実は認識しておりません。仕入商品の決定時には、ベンダーまたは商品供給元に対するヒ

アリングを行い、知的財産権の存否等を確認しております。また、商品によっては、国際特許事務所へ

の調査依頼を実施し、知的財産権に関する訴訟・クレームの発生の有無、類似する知的財産権の存否を

確認しております。  

  

 このように、上記（イ）（ロ）（ハ）に掲げる条項が、ベンダーまたは商品供給元により行使される

可能性は低いものと思われますが、何らかの事情により現実のものとなった場合には当社の業績に多大

な影響を与える可能性があります。また、これらの条項を含んでいない契約についても、契約内容に大

幅な変更があった場合、あるいは契約が何らかの理由で終了し、または更新されなかった場合には、当

社の事業拡大に制約が生じる可能性があります。  

  

（Ⅴ）情報管理体制  

 当社はITセキュリティ商品、サービスを取り扱っていることから、社内の情報管理には十分な注意を

払っております。具体的には、社内システムは複数のファイアウォール、アンチウィルスシステム、メ

ール添付ファイル暗号化システムにより保護され、セキュリティの信頼性を高めております。また、主

要サーバについては、事故、障害時に迅速に回復できるようバックアップの取得を徹底しております。

さらに、保守契約ユーザに関するデータは、社内ネットワークへのパスワードのみならず、サーバデー

タへのアクセスも制限されており、社外からのサーバへのアクセスも暗号化されたシステム構成となっ
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ております。しかしながら、意図せざるシステム障害、誤操作その他によるデータの漏洩などが生じ

た場合、会社の信用を失墜し、損害賠償請求を受ける可能性があり、それに伴い、業績に悪影響を与え

る可能性があります。 

  

（Ⅵ）継続企業の前提に関する重要事象等  

 当社は、平成15年３月期以降連続して営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が

発生しており、当事業年度においても、前事業年度に引き続き、411百万円の当期純損失を計上してお

ります。当社は、当該状況を改善し、早急に財務基盤の安定と営業損益の黒字化を実現するために、新

株予約権や新株式の発行等のエクイティ・ファイナンスでの資金調達による資本の増強を行うと同時

に、一般管理費の見直しによる経費の圧縮等の経営合理化と、営業力及び商品力の強化や新規事業の立

ち上げによる収益力の向上を図っております。しかしながら、これらの対応策を講じても、それらが当

初計画どおり進まない可能性もあるため、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を

生じさせるような事象又は状況が存在しております。  
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 当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年３月期以降連続しており

ます。当該状況により前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現するために、以下の施策を講じて実行して参り

ます。  

  

(1)資金調達  

 平成22年11月26日付にて行使価額総額290百万円の新株予約権を発行いたしましたが、割当予定先との事

務手続き上の確認不備により、平成22年12月８日に発行中止といたしました。そのため、平成23年３月31日

現在での資本の増強はなされておりません。  

 当社は、早急に財務基盤の安定と営業損益の黒字化を実現するために、短期的には借入又は増資等により

調達していく方針であります。  

  

(2)新経営計画の推進  

 当社は、新しく経営計画を作成し事業を推進しております。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営効率化を図る一環として、平成24年３月期事業年度予算の業務執行において諸経費の見直し

を継続的に行っており、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。また、一方で、既存事業の拡

大並びに新規事業の立ち上げに必要な人材強化も図り、効率のよい経営体質へと改善を図っていく所存で

す。  

②既存営業力の強化  

 既存事業において新規商材の投入等を推進し取引先の関係強化を図り、取引高の拡大を目指しておりま

す。また、商品ラインアップにつきましても、既存取扱製品のうち高収益製品への選択と集中を行いつつ、

新たな海外有力商品の取り込みを図るとともに、サービス型の高付加価値商品を展開することで売上の拡大

を図ることといたします。  

③新規事業の立ち上げ  

 当社は、当社のコア・コンピタンスである商社機能とのシナジーを発揮でき、早期に会社業績に寄与が望

めるような新規事業の創出を進めていく所存です。具体的な新規事業といたしましては、今後引き続き市場

の拡大が期待できる通信業界において、次世代型通信機器の販売及び管理業務による付加価値の高い事業を

推進しております。また、最近の独立志向の高まりを受けて注目を集めているフランチャイズビジネスに対

して、店舗展開支援業務や水平展開としてのカード決済ソリューションの提供に取り組む予定でおります。 

 その他、新たな事業分野への進出も検討しておりますが、これらの新規事業の推進に関しては、可能な限

りリスクを排除するために慎重な事前調査等を行い遂行する所存でございます。  

  

  

（５）継続企業の前提に関する重要事象等
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 なお、最近の有価証券報告書(平成22年６月28日提出）における「関係会社の状況」から重要な変更 

がないため、「関係会社の状況」の開示を省略します。 

  

２．企業集団の状況
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当社は、今般の震災復興による需要拡大を始め、今後も堅調な推移が見込まれるネットワーク＆ITセ

キュリティ市場を事業の軸として、SaaSやクラウドコンピューティング等も包含した信頼性の高いITイ

ンフラの提供、構築、運用を通じ、お客様の「安心」と「安全」を確保し、お客様の企業価値をさらに

向上させるための支援をさせていただくことを、基本的な経営方針としております。  

 当社は、継続的にネットワーク＆ITセキュリティ分野を中心として事業を展開するとともに、当社が

お客様に提供している「安心」「安全」なIT技術とIT商社として培ってきた販売ナレッジをベースに、

新しい事業領域への展開を通じ、社会的な価値創造に貢献し、その企業価値を最大化することによっ

て、株主を始めとする関係者の皆様への利益の還元に努めて参ります。  

  

当社は経営指標として、収益性の尺度となる売上高経常利益率を重視しております。現在において短

期的な目標を設定し公表するようなことは行っておりませんが、更なる改善を目指して参りたいと考え

ております。 

当社は、昨今の増大するセキュリティ脅威に対応したネットワーク＆セキュリティ商品の販売拡充に

よる収益基盤の確立を、中長期的な経営戦略の機軸と位置付けております。  

 特に、今般の震災復興に向け急務となっているITインフラの再構築やクラウドコンピューティング分

野における信頼性の高いITインフラの提供において見込まれる、ネットワーク＆セキュリティ商品の売

上を当社収益基盤として確保しつつ、更なる業績の向上に向けた新しい事業領域への展開が不可欠であ

り、短期的に収益性の高い新規事業の早期立ち上げを目論んでおります。  

  

ITセキュリティ商品やセキュリティサービス関連市場は、今後も引き続き堅調に推移していくものと

思われますが、同時に競争も激化しており、利益率も伸び悩んでおります。  

 このような環境のもと、当社が今後も持続的な企業価値向上を図って行くためには、既存事業である

セキュリティ商品の販売及び保守サポートにつきましては、取扱商品の選択と集中を図り、業務の効率

化を推進して生産性を高めることで利益貢献度を高めていくとともに、より付加価値の高いサービスビ

ジネスへシフトし、全体の収益力を押し上げることが必要となります。そのためには顧客ニーズにマッ

チした競争力のあるサービス商品の開発、システム構築力の強化、システム運用ならびに顧客サポート

体制の充実に注力していくことが、1つ目の重要な課題であります。  

 さらに、新しい事業の柱として、ITセキュリティ分野に拘らず、既存事業で蓄積されたネットワーク

構築・運用におけるITインフラナレッジと15年以上に渡り培ってきた商社機能を融合して、短期的に収

益性の高い新規事業の早期立ち上げを行うことが、2つ目の重要な課題であります。  

 経営管理面では、既存事業、新規事業の推進に向けた組織のスリム化による業務の効率化とコストダ

ウンの実践と同時に、効率的で適法な企業統治体制に向けた内部統制システムの構築が緊急かつ重要な

課題であり、経営トップの強力なイニシアチブのもと、その実現に向けて活動を推進して参ります。  

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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該当事項はありません。 

（５）その他、会社の経営上重要な事項
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４．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成22年3月31日)

当事業年度
(平成23年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 101,043 6,295

売掛金 15,744 －

商品及び製品 210,793 66,781

短期貸付金 8,000 －

預け金 － 25,000

仮払金 － 2,136

前渡金 33,445 －

前払費用 3,903 2,263

未収入金 143 －

未収消費税等 － 6,973

その他 80 －

貸倒引当金 △5,956 －

流動資産合計 367,197 109,449

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 － 9,112

減価償却累計額 － △887

建物附属設備（純額） － 8,224

有形固定資産合計 － 8,224

無形固定資産

ソフトウエア仮勘定 162,658 118,500

無形固定資産合計 162,658 118,500

投資その他の資産

投資有価証券 61,025 53,449

差入保証金 25,155 －

敷金 － 13,796

破産更生債権等 1,218,530 1,286,572

貸倒引当金 △1,218,530 △1,286,572

投資その他の資産合計 86,181 67,245

固定資産合計 248,839 193,970

資産合計 616,036 303,419
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年3月31日)

当事業年度
(平成23年3月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,593 －

短期借入金 － 187,800

未払金 41,828 49,282

未払法人税等 6,702 7,675

未払消費税等 12,009 1,488

前受金 281,166 102,490

預り金 2,080 1,554

1年内返済予定の長期借入金 － 106,660

流動負債合計 347,380 456,952

固定負債

退職給付引当金 8,719 4,563

固定負債合計 8,719 4,563

負債合計 356,099 461,515

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,743 1,374,743

資本剰余金

資本準備金 1,067,043 1,067,043

資本剰余金合計 1,067,043 1,067,043

利益剰余金

利益準備金 25,900 25,900

その他利益剰余金

別途積立金 100,000 100,000

繰越利益剰余金 △2,304,446 △2,715,540

利益剰余金合計 △2,178,546 △2,589,640

株主資本合計 263,239 △147,854

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,378 △12,954

評価・換算差額等合計 △5,378 △12,954

新株予約権 2,076 2,712

純資産合計 259,937 △158,096

負債純資産合計 616,036 303,419
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（２）損益計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年4月1日
至 平成22年3月31日)

当事業年度
(自 平成22年4月1日
至 平成23年3月31日)

売上高 616,127 196,842

売上原価 ※1 448,708 ※1 153,087

売上総利益 167,418 43,755

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 1,364 478

広告宣伝費 2,807 862

貸倒引当金繰入額 718 －

役員報酬 62,630 38,850

給料及び手当 146,991 68,265

その他の人件費 4,918 247

退職給付費用 2,631 4,122

法定福利費 20,406 14,117

交際費 － 6,113

旅費及び交通費 10,386 16,104

通信費 3,573 2,245

支払手数料 119,404 82,016

租税公課 － 10,438

減価償却費 4,699 887

地代家賃 27,410 34,615

賃借料 232 104

その他の経費 4,971 1,451

業務委託費 76,115 69,125

その他 65,461 27,931

販売費及び一般管理費合計 554,723 377,979

営業損失（△） △387,304 △334,224

営業外収益

受取利息 203 4

為替差益 1,630 －

その他 384 156

営業外収益合計 2,219 160

営業外費用

支払利息 1,323 5,237

株式交付費 3,676 －

貸倒引当金繰入額 － 2,340

その他 － 223

営業外費用合計 5,000 7,802

経常損失（△） △390,085 △341,866
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年4月1日
至 平成22年3月31日)

当事業年度
(自 平成22年4月1日
至 平成23年3月31日)

特別損失

減損損失 ※２ 29,217 －

関係会社株式売却損 4,900 －

投資有価証券売却損 20,000 －

貸倒引当金繰入額 90,574 59,745

事務所移転費用 － 8,532

特別損失合計 144,691 68,277

税引前当期純損失（△） △534,777 △410,143

法人税、住民税及び事業税 950 950

法人税等合計 950 950

当期純損失（△） △535,727 △411,093
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（３）株主資本等変動計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年4月1日
至 平成22年3月31日)

当事業年度
(自 平成22年4月1日
至 平成23年3月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 1,102,562 1,374,743

当期変動額

新株の発行 272,180 －

当期変動額合計 272,180 －

当期末残高 1,374,743 1,374,743

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 794,862 1,067,043

当期変動額

新株の発行 272,180 －

当期変動額合計 272,180 －

当期末残高 1,067,043 1,067,043

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 25,900 25,900

当期末残高 25,900 25,900

その他利益剰余金

別途積立金

前期末残高 100,000 100,000

当期末残高 100,000 100,000

繰越利益剰余金

前期末残高 △1,768,719 △2,304,446

当期変動額

当期純損失（△） △535,727 △411,093

当期変動額合計 △535,727 △411,093

当期末残高 △2,304,446 △2,715,540

利益剰余金合計

前期末残高 △1,642,819 △2,178,546

当期変動額

当期純損失（△） △535,727 △411,093

当期変動額合計 △535,727 △411,093

当期末残高 △2,178,546 △2,589,640

株主資本合計

前期末残高 254,605 263,239

当期変動額

新株の発行 544,361 －

当期純損失（△） △535,727 △411,093

当期変動額合計 8,633 △411,093
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年4月1日
至 平成22年3月31日)

当事業年度
(自 平成22年4月1日
至 平成23年3月31日)

当期末残高 263,239 △147,854

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 － △5,378

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△5,378 △7,575

当期変動額合計 △5,378 △7,575

当期末残高 △5,378 △12,954

新株予約権

前期末残高 352 2,076

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,723 635

当期変動額合計 1,723 635

当期末残高 2,076 2,712

純資産合計

前期末残高 254,958 259,937

当期変動額

新株の発行 544,361 －

当期純損失（△） △535,727 △411,093

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △3,654 △6,939

当期変動額合計 4,979 △418,033

当期末残高 259,937 △158,096
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年4月1日
至 平成22年3月31日)

当事業年度
(自 平成22年4月1日
至 平成23年3月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純損失（△） △534,777 △410,143

減価償却費 6,697 887

減損損失 29,217 －

移転費用 － 6,300

株式報酬費用 1,487 1,225

貸倒引当金の増減額（△は減少） 88,525 62,043

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,295 △4,155

投資有価証券売却損益（△は益） 20,000 －

関係会社株式売却損益（△は益） 4,900 －

株式交付費 3,676 －

受取利息及び受取配当金 △203 △4

支払利息 1,323 5,237

為替差損益（△は益） 2,196 －

売上債権の増減額（△は増加） 207,430 15,744

たな卸資産の増減額（△は増加） 200,547 144,012

前渡金の増減額（△は増加） △3,445 3,445

前受金の増減額（△は減少） △297,782 △178,675

長期前払費用の増減額（△は増加） 703 －

仕入債務の増減額（△は減少） △63,647 △3,593

その他 △2,474 △4,708

小計 △342,920 △362,385

利息及び配当金の受取額 10 4

利息の支払額 △1,307 △254

法人税等の支払額 △950 △4,604

営業活動によるキャッシュ・フロー △345,167 △367,240

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △384 △7,582

無形固定資産の取得による支出 △164,598 －

投資有価証券の売却による収入 129,658 －

関係会社株式の売却による収入 100 －

敷金及び保証金の差入による支出 － △13,796

貸付けによる支出 △129,500 △30,000

貸付金の回収による収入 49,000 30,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △115,723 △21,378
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年4月1日
至 平成22年3月31日)

当事業年度
(自 平成22年4月1日
至 平成23年3月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 55,000 496,460

短期借入金の返済による支出 △112,470 △202,000

株式の発行による収入 540,921 －

その他 － △589

財務活動によるキャッシュ・フロー 483,451 293,870

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 22,560 △94,748

現金及び現金同等物の期首残高 78,483 101,043

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 101,043 ※１ 6,295
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（５）継続企業の前提に関する注記

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

 当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイ

ナス状況が平成15年3月期以降連続しております。当該状況に

より、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような

状況が存在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現す

るために、以下の施策を講じて実行して参ります。  

（１）資金調達  

 平成21年６月25日に行使価額総額560百万円の新株予約権を

発行しております。  

新株予約権の権利行使により調達される資金は、当面の必要運

転資金及び後述する新規事業立ち上げ資金に充当する計画でご

ざいます。平成22年３月31日現在での調達状況については、新

株予約権の一部行使により510百万円の払い込みがなされた結

果、資本の増強がなされており、今後も新株予約権の行使がさ

れた場合、資本が増強される予定です。  

（２）新経営計画の推進  

 当社は、新しく経営計画を作成し事業を推進しております。 

①経営効率化の維持  

 当社は、経営効率化を図る一環として、平成23年３月期事業

年度予算及び業務執行において諸経費の見直しを継続的に行っ

ており、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。

また、一方で、既存事業の拡大並びに新規事業の立ち上げに必

要な人材強化も図り、効率のよい経営体質へと改善を図ってい

く所存です。  

②既存営業力の強化  

 既存事業における取引先の関係強化を図り、取引高の拡大を

目指しております。また、当社の既存取扱製品の新しい販路と

して、中小企業向けの販売店育成・開拓を図り、取引先の拡大

を目指しております。また、商品ラインアップにつきまして

も、既存取扱製品のうち高収益製品への選択と集中を行いつ

つ、新たな海外有力商品の取り込みを図るとともに、サービス

型の高付加価値商品を展開することで売上の拡大を図ることと

いたします。  

③新規事業の立ち上げ  

 上述した資金調達により、新たなるシナジーを発揮できるよ

うな新規事業の立ち上げを行って参る所存です。具体的な投資

については、今後引き続き市場の拡大が期待できる通信業界に

おいて、固定回線と携帯回線の併用が可能な次世代型通信機器

の販売及び管理業務による、付加価値の高い事業の推進を開始

しております。また、最近の市況不安による独立志向の高まり

を受けて注目を集めているフランチャイズビジネスに対して、

当社が長年培ってきた商社機能とITインフラナレッジを融合し

た、店舗展開支援業務やＩＴ化支援業務等を網羅した包括的な

チェーン展開支援事業の立ち上げを推進しております。  

その他、新たな事業分野への進出も検討しておりますが、これ

らの新規事業の推進に関しては、可能な限りリスクを排除する

ために慎重な事前調査等を行い遂行する所存でございます。  

 しかしながら、これらの対応策を講じても、既存事業におけ

る新規取引先の獲得、既存取引先の売上拡大が、市場における

競合企業、競合製品との競争の激化等により事業計画のとおり

に進まない可能性もあり、また新規事業や資金調達につきまし

ても関係者との協議を行いながら進めている途上であるため、

現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

ます。  

 なお、財務諸表は継続企業を前提に作成されており、上述の

ような継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を財務諸

表に反映しておりません。

当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナ

ス状況が平成15年３月期以降連続しております。当該状況によ

り前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義

が存在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現す

るために、以下の施策を講じて実行して参ります。  

  

(1)資金調達  

平成22年11月26日付にて行使価額総額290百万円の新株予約権

を発行いたしましたが、割当予定先との事務手続き上の確認不

備により、平成22年12月８日に発行中止といたしました。その

ため、平成23年３月31日現在での資本の増強はなされておりま

せん。  

当社は、早急に財務基盤の安定と営業損益の黒字化を実現する

ために、短期的には借入又は増資等により調達していく方針で

あります。  

  

(2)新経営計画の推進  

当社は、新しく経営計画を作成し事業を推進しております。  

①経営効率化の維持  

当社は、経営効率化を図る一環として、平成24年３月期事業年

度予算の業務執行において諸経費の見直しを継続的に行ってお

り、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。ま

た、一方で、既存事業の拡大並びに新規事業の立ち上げに必要

な人材強化も図り、効率のよい経営体質へと改善を図っていく

所存です。  

②既存営業力の強化  

既存事業において新規商材の投入等を推進し取引先の関係強化

を図り、取引高の拡大を目指しております。また、商品ライン

アップにつきましても、既存取扱製品のうち高収益製品への選

択と集中を行いつつ、新たな海外有力商品の取り込みを図ると

ともに、サービス型の高付加価値商品を展開することで売上の

拡大を図ることといたします。  

③新規事業の立ち上げ  

当社は、当社のコア・コンピタンスである商社機能とのシナジ

ーを発揮でき、早期に会社業績に寄与が望めるような新規事業

の創出を進めていく所存です。具体的な新規事業といたしまし

ては、今後引き続き市場の拡大が期待できる通信業界におい

て、次世代型通信機器の販売及び管理業務による付加価値の高

い事業を推進しております。また、最近の独立志向の高まりを

受けて注目を集めているフランチャイズビジネスに対して、店

舗展開支援業務や水平展開としてのカード決済ソリューション

の提供に取り組む予定でおります。  

その他、新たな事業分野への進出も検討しておりますが、これ

らの新規事業の推進に関しては、可能な限りリスクを排除する

ために慎重な事前調査等を行い遂行する所存でございます。  

 しかしながら、これらの対応策を講じても、当初の計画どお

りに進まない可能性もあるため、現時点では継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、財務諸表は継続企業を前提に作成されており、上述の

ような継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を財務諸

表に反映しておりません。 
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（６）重要な会計方針

項目
前事業年度

(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１ 有価証券の評価基準及び

評価方法

(1) その他有価証券

 時価のあるもの

       ──

(1) その他有価証券
時価のあるもの

   ──

 時価のないもの

  移動平均法による原価法を採用し

ております。

 時価のないもの

    同左

２ たな卸資産の評価基準及

び評価方法

商品(ソフトウェア等使用許諾権を除

く）及び貯蔵品 

 移動平均法による原価法を採用して

おります。
 商品(ソフトウェア等使用許諾権）
 個別法による原価法を採用しており
ます

 商品(ソフトウェア等使用許諾権を

除く）

 

同左
商品(ソフトウェア等使用許諾権）
      同左

３ 固定資産の減価償却の方

法

(1) 有形固定資産

  定率法を採用しております。

  なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

建物(付属設備）   15年

   器具備品   ４年～５年

(1) 有形固定資産

同左

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアに

ついては、社内における利用可能期

間（５年）に基づいております。

(2) 無形固定資産

──

４ 引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

  債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘

案し、回収不能見込額を計上してお

ります。

(1) 貸倒引当金

同左

(2) 退職給付引当金

  従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付債務

の見込額に基づき計上しておりま

す。

(2) 退職給付引当金

同左

５ その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

消費税等の会計処理 

 税抜方式を採用しております。

消費税等の会計処理

同左
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（７）会計処理方法の変更

前事業年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

───────── (資産除去債務に関する会計基準等)

当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号  平成20年３月31日）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第21号  平成20年３月31日）を適用しておりま

す。

なお、これによる、営業損失、経常損失、当期純損失

に与える影響はありません。
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  該当事項はありません。 

（８）財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)
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(損益計算書関係)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

※１ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下額 

  

    売上原価        1,628千円

※１ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下額 

  

    売上原価         8,082千円

 

※２ 当事業年度において、当社は以下の減損損失を計

上しました。

用途 種類 場所 その他

事務所用設
備 
  
 

建物、工具
器具及び備
品、ソフト
ウェア

東京都港区 
  
 

  
  
 ── 
  
    

    （1）減損損失を認識するに至った経緯  

 営業活動から生じる損益が継続してマイナスと

なっており、将来の投資回収が困難と見込まれる

ため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該

減少額を減損損失として特別損失に計上しており

ます。  

（2）減損損失の金額及び内訳  

建物               11,956千円  

工具、器具及び備品         2,324千円  

ソフトウェア           14,936千円  

                 29,217千円  

（3）資産のグルーピング方法  

 当社は営業収益のほとんどがITセキュリティ事

業に帰属する小規模会社であり、すべての資産が

一体となってキャッシュ・フローを生成している

ことから、全体を1つの資産グループとするグル

ーピングを行っております。  

（4）回収可能価額の算定方法  

 減損損失の測定における回収可能価額は使用価

値によっておりますが、当該資産の見積期間内に

おける将来キャッシュ・フローがプラスになるこ

とが不確実な状況にあり、不確実なキャッシュ・

フローを零とみなして減損損失を計上しておりま

す。
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前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

  

１ 発行済株式に関する事項 

 
 (注)１. 普通株式の発行済株式総数の増加94,849株は、新株予約権の権利行使によるものであります。 
  
  

２ 新株予約権等に関する事項 

 
（注）1. 目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。 
    ２. 目的となる株式の数の変動事由の概要 
           第20回乃第24回新株予約権の減少は権利行使によるものであります。  
      第25回乃第35回新株予約権の増加は発行によるものであります。 
           第25回乃第35回新株予約権の減少は権利行使によるものであります。  
    

３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

   該当事項はありません。 

  

 (2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

   該当事項はありません。 

  

(株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前事業年度末 当事業年度増加 当事業年度減少 当事業年度末

普通株式(株) 60,488 94,849 ─ 155,337

新株予約権の内訳

新株予約権

の目的とな

る株式の種

類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当事業年度

末残高 

（千円）

前事業 

年度末

当事業年度

増加

当事業年度

減少

当事業 

年度末

ストック・オプションとし

ての新株予約権
普通株式 ─ ─ ─ ─ 1,487

第20回乃第24回新株予約権 
（平成20年12月2日発行）

普通株式 3,825 ─ 3,825 ─ ─

第25回乃第35回新株予約権
 （平成21年6月25日発行）

普通株式 ─ 97,417 91,024 6,393 589

合計 3,825 97,417 94,849 6,393 2,076
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当事業年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  

１ 発行済株式に関する事項 

 
  
  

２ 新株予約権等に関する事項 

 
（注）1. 目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。 
    ２. 目的となる株式の数の変動事由の概要 
           第25回乃第35回新株予約権の減少は消却によるものであります。  
    

３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

   該当事項はありません。 

  

 (2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

   該当事項はありません。 

  

  

  

株式の種類 前事業年度末 当事業年度増加 当事業年度減少 当事業年度末

普通株式(株) 155,337 ─ ─ 155,337

新株予約権の内訳

新株予約権

の目的とな

る株式の種

類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当事業年度

末残高 

（千円）

前事業 

年度末

当事業年度

増加

当事業年度

減少

当事業 

年度末

ストック・オプションとし

ての新株予約権
普通株式 ─ ─ ─ ─ 2,712

第25回乃第35回新株予約権
 （平成21年6月25日発行）

普通株式 6,393 ─ 6,393 ─ ─

合計 6,393 ─ 6,393 ─ 2,712
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(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在）

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

（平成23年３月31日現在）

 

現金及び預金勘定 101,043千円

現金及び現金同等物 101,043千円
 

現金及び預金勘定 6,295千円

現金及び現金同等物 6,295千円
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前事業年度（平成22年３月31日） 

 １. 時価評価されていない有価証券 

 
  

当事業年度（平成23年３月31日） 

 １. 時価評価されていない有価証券 

 
  

  

(有価証券関係)

内容 貸借対照表計上額（千円）

（1）その他有価証券

 Waxess USA Ins 61,025

 Secure Networking Company AG 0

 CK-HOREX CO., LTD. 0

合計 61,025

内容 貸借対照表計上額（千円）

（1）その他有価証券

 Waxess USA Ins 53,449

 Secure Networking Company AG 0

 CK-HOREX CO., LTD. 0

合計 53,449
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 前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日）及び当事業年度（自 平成22年４月 

 １日 至 平成23年３月31日） 

  当社はデリバティブ取引を利用していないため該当事項はありません。  

  

(デリバティブ取引関係)
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 1 採用している退職給付制度の概要 

  確定給付型の制度として、社内積立の退職一時金制度を採用しております。 

  

 ２ 退職給付債務に関する事項 

 
 当社は退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。 

  

 ３ 退職給付費用に関する事項 

 
 当社は退職給付費用の算定にあたり、簡便法を採用しております。 

  

 4 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

  簡便法を採用しているため、基礎率等について記載しておりません。 

(退職給付関係)

前事業年度
（平成22年３月31日）

当事業年度 
（平成23年３月31日）

退職給付債務（千円） △8,719 △4,563

退職給付引当金（千円） △8,719 △4,563

前事業年度
（自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日）

当事業年度
（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）

勤務費用（千円） 2,631 4,122

退職給付費用（千円） 2,631 4,122
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   当事業年度（平成23年３月31日） 

当社は、本社事務所の賃貸借契約書に基づき、事務所の退去時における原状回復に係る債務を有し

ておりますが、当該債務に関連する賃借期間の使用期間が明確でなく、将来、移転する予定もないこ

とから、資産除去債務を合理的に見積もることができないため、当該債務に見合う資産除去債務を計

上しておりません。 

  

(資産除去債務関係)
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当社は、ＩＴセキュリティ事業の単一セグメントであるため該当事項はありません。 

当事業年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

(追加情報)
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前事業年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 該当事項はありません。 

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  

 

 

(関連当事者情報)

１ 親会社及び法人主要株主等

種類 会社等の名称 所在地
資本金又 
は出資金 

 

事業の内容
又は職業

議決権等 
の所有 

(被所有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

主要株主
(法人）

JINA Air 
Networks Co.,Ltd.

韓国ソ
ウル市

1千万  
ウォン

教育、人材
コンサルテ
ィング業

（被所有） 
直接 12.88

─ 資金の借入 66,000 短期借入金 66,000

２ 役員及び個人主要株主等

種類 会社等の名称 所在地
資本金又 
は出資金 

 

事業の内容
又は職業

議決権等 
の所有 

(被所有)割
合 
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員が議決
権の過半数
を所有して
いる会社等

ピエラレジェンヌ㈱
東京都

中央区
10,000 
千円

化粧品販売 ─ ─
資金の借入

  
借入の返済

312,460 
  

161,000

 
短期借入金 

  
一年以内返済予
定の長期借入金

44,800 
  

106,660

取引条件及び取引条件の決定方針等 

 資金繰りの都合により、資金の借入を行っております。借入利率は市場金利を勘案して利率を合理的に決

定しております。なお、担保の提供は行っておりません。  
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 リース取引、金融商品、ストック・オプション等、税効果会計に関する注記事項につきましては、決算短

信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 

(開示の省略)
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 （注）１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下

のとおりであります。 

 
  

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１株当たり純資産額 1,660円01銭 １株当たり純資産額 △1,035円22銭

 
１株当たり当期純損失 5,463円20銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい
ては、１株当たり当期純損失が計上されているため、
記載しておりません。

 
１株当たり当期純損失 2,646円46銭

同左

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１株当たり当期純損失

当期純損失（千円） 535,727 411,093

普通株主に帰属しない金額（千円） － ─

普通株式に係る当期純損失（千円） 535,727 411,093

普通株式の期中平均株式数（株） 98,061 155,337

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額（千円） － ─

普通株式増加数（株） － ─

（うち新株予約権） － ─

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

平成20年６月25日定時株主

総会決議ストックオプショ

ン（新株予約権）

普通株式 300株

平成20年６月25日定時株主

総会決議ストックオプショ

ン（新株予約権）

普通株式  238株

平成20年６月25日定時株主

総会決議ストックオプショ

ン（新株予約権）

普通株式300株

平成20年６月25日定時株主

総会決議ストックオプショ

ン（新株予約権）

普通株式   146株
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該当事項はありません。 

(重要な後発事象)
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当社グループは、生産・受注の形態をとっておりません。 

  

当事業年度の仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

当事業年度における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 役員の異動につきましては開示が定まった時点で開示いたします。 

５．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

(2) 仕入実績

事業の名称

前事業年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日)

当事業年度 

(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日)

前年同期比（%）

プロダクトセールス事業（千円） 152,250 22,798 15.0

サポートサービス事業（千円） 272,027 120,357 44.2

プロフェッショナルサービス事業
（千円）

2,655 ─ ─

合計（千円） 426,932 143,156 33.5

(3) 販売実績

事業の名称

前事業年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日)

当事業年度 

(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日)

前年同期比（%）

プロダクトセールス事業（千円） 202,660 29,717 14.7

サポートサービス事業（千円） 382,107 166,709 43.6

プロフェッショナルサービス事業
（千円）

31,359 416 1.3

合計（千円） 616,127 196,842 32.0

前事業年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日)

当事業年度 

(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日)

相手先 金額 (千円) 割合（%） 相手先 金額 (千円) 割合（%）

㈱データコントロール 66,857 10.8 ㈱データコントロール 27,214 13.8

㈱フォーバル    220,414 35.7 ㈱フォーバル    102,184 51.9

（２）役員の異動

インスパイアー㈱（2724）平成23年３月期　決算短信（非連結）

38


	uji.pdf
	全文ＰＤＦ.pdf

